
（ 1 ）	 ２ ０ 2 6 年 3 月 1 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 4 6 4 号）

〒461－0004
名古屋市東区葵 ２丁目6－35
カトリック名古屋教区広報部
電話（052）935－2223
FAX（052）935－2254

news@nagoya.catholic.jp
印刷所　株式会社 荒川印刷
毎月第1日曜日発行

第464号

2026年

教区ホームページ

福音の
ひびき

3月の説教者

1 日　四旬節第2主日
シュエ・ルイ・ジュン

（鳴海教会）
8 日　四旬節第3主日

伴　八郎
（南山教会）

15日　四旬節第4主日
ナジ・エデルベルトゥス

（恵方町教会）
22日　四旬節第5主日

早川　努
（名古屋教区）

29日　受難の主日
ピリスプッレ・ジュード

（豊橋教会）

3 月

震
は
、正
月
を
迎
え
る
度
に
、

決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
惨
事
で
あ
る
。
片
岡
神

父
は
隆
起
し
た
海
岸
線
、
崩

壊
し
た
建
物
の
様
子
な
ど
の

映
像
を
ス
ク
リ
ー
ン
で
見
せ

な
が
ら
、
特
に
イ
ン
フ
ラ
や

分
断
さ
れ
た
道
路
の
復
旧
の

遅
れ
に
よ
る
、
な
か
な
か
進

ま
な
い
復
興
の
現
状
を
次
の

よ
う
に
語
っ
た
。

破
壊
さ
れ
た
建
物
の
解
体

は
、
ほ
ぼ
去
年
の
う
ち
に
終

わ
り
、
更
地
と
な
っ
た
が
、

こ
の
更
地
に
、
こ
れ
か
ら
新

し
く
家
を
建
て
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
復

興
作
業
が
長
期
化
す
る
中
、

仮
設
住
宅
か
ら
の
退
去
を
言

わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
住
む
約

６
割
の
人
々
は
、
そ
の
後
の

生
活
の
目
途
が
立
っ
て
い
な

い
。
被
災
地
の
人
々
は
「
一

番
つ
ら
い
の
は
、
忘
れ
ら
れ

て
い
く
こ
と
だ
」
と
言
う
。

こ
れ
か
ら
は
何
が
必
要
な
の

か
、
特
に
精
神
面
で
の
支
え

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。

次
に
片
岡
神
父
は
、
輪
島

と
七
尾
ベ
ー
ス
で

働
く
、
濱
野
洋
一

郎
さ
ん
（
東
京
教

区
出
身
）、
梁
良
我

さ
ん
（
春
日
井
教

会
出
身
）、
吉
田
勉

さ
ん
（
東
京
教
区

出
身
）
の
３
人
を

紹
介
し
た
。
彼
等

は
カ
フ
ェ
を
開
い

て
人
々
と
語
ら
い
、

交
流
の
場
を
持
つ

こ
と
の
大
切
さ
を

語
っ
て
く
れ
た
。
ま

た
新
年
に
「
つ
い

た
ち
の
祈
り　

追

悼
の
祈
り
」
の
集

い
の
ラ
イ
ブ
配
信

を
行
っ
た
が
、
今

福
者
ユ
ス
ト
高
山
右
近
殉

教
者
記
念
ミ
サ
は
２
月
７

日
、
カ
ト
リ
ッ
ク
金
沢
教
会

で
行
わ
れ
、
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

の
信
徒
50
人
が
、
神
の
正
義

を
体
現
し
た
高
山
右
近
の
信

仰
、生
き
方
に
思
い
を
馳
せ
、

祈
り
を
捧
げ
た
。

ミ
サ
は
名
古
屋
教
区
殉
教

者
顕
彰
委
員
会
委
員
長
の
浅

井
太
郎
神
父
ら
３
人
の
司
祭

の
共
同
司
式
で
行
わ
れ
た
。

浅
井
神
父
は
入
堂
後
、
聖
堂

小
祭
壇
に
安
置
さ
れ
た
高
山

右
近
の
聖
遺
物
に
献
香
し

た
。
説
教
で

浅
井
神
父
は

「
高
山
右
近

は
神
の
正
義

を
体
現
し
た

生
涯
を
送
っ

た
」
と
述
べ
、

誠
実
な
人

柄
、
茶
道
を

大
事
に
し
た

独
特
の
武
士

道
な
ど
、
右

近
特
有
の
信

仰
に
つ
い
て

語
っ
た
。

浅
井
神
父

は
ミ
サ
に
先

立
ち
「
右
近

殿
を
手
掛
か

り
に
人
生
の

転
機
を
考
え

る
」
と
題
し
て
講
話
も
行
っ

た
。
慶
長
19
年
９
月
10
日
、

高
山
右
近
が
細
川
忠
興
に
宛

て
た
「
遺
言
」
を
紹
介
し
、

そ
こ
に
書
か
れ
た
「
自
分
は

南
海
に
赴
き
、
命
を
天
に
懸

け
た
」
と
の
言
葉
に
、
右
近

の
人
生
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
と
述
べ
た
。
高
山
右
近
の

列
聖
に
向
け
た
動
き
に
つ
い

て
も
話
し
た
。

講
話
、
ミ
サ
の
あ
と
、
金

沢
教
会
信
徒
会
館
ロ
ビ
ー
で

茶
話
会
が
開
か
れ
、
出
席
者

が
交
流
を
深
め
た
。

（
※
こ
の
記
事
を
寄
稿
い
た

だ
い
た
金
沢
教
会
信
徒
の
桑

島
至
基
様
が
２
月
15
日
に
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。）

新
し
い
年
を
迎
え
、
今
年

も
恒
例
の
新
成
人
と
共
に
祝

う
教
区
新
年
の
集
い
が
、
布

池
教
会
大
聖
堂
で
１
月
18
日

に
行
わ
れ
た
。

ミ
サ
に
先
立
っ
て
、
能
登

半
島
地
震
復
興
支
援
報
告
会

が
、
カ
リ
タ
ス
の
と
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
長
の
片
岡
義
博

神
父
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

ち
ょ
う
ど
2
年
前
の
元
旦
の

夕
方
に
起
こ
っ
た
こ
の
大
地

後
も
続
け
て
い
き
た
い
。
能

登
地
方
だ
け
で
な
く
愛
知
、

岐
阜
の
人
々
と
も
一
緒
に
行

い
た
い
意
向
を
示
し
た
。
そ

し
て
、
ま
だ
ま
だ
長
期
化
す

る
で
あ
ろ
う
支
援
活
動
の
た

め
に
、
ベ
ー
ス
で
の
活
動
を

増
や
し
て
い
く
予
定
な
の

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
募

集
を
し
て
い
る
、
是
非
参
加

し
て
ほ
し
い
と
、
強
く
訴
え

た
。報

告
会
に
続
い
て
教
区
新

年
の
集
い
を
祝
う
ミ
サ
が
、

８
人
の
新
成
人
（
20
歳
）
を

迎
え
て
松
浦
悟
郎
司
教
の
主

司
式
で
捧
げ
ら
れ
た
。
松
浦

司
教
は
説
教
の
中
で
、
能
登

半
島
地
震
に
加
え
、
ち
ょ
う

ど
前
日
の
17
日
は
阪
神
淡
路

大
震
災
が
起
き
て
31
年
目
に

当
た
る
日
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
地
震
に
つ
い
て
も

言
及
し
、
2
つ
の
大
地
震
の

よ
う
に
長
期
に
わ
た
る
支
援

に
つ
い
て
、
教
会
は
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
い
っ
た
ら
よ

い
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

語
っ
た
。

ま
た
、
教
皇
レ
オ
14
世
の

新
年
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
テ
ー

マ
「
武
器
の
な
い
平
和
、
武

器
を
取
り
除
く
平
和
に
向
け

て
」
を
と
り
あ
げ
、
暴
力
に

打
ち
勝
つ
に
は
神
の
優
し
い

心
、
す
な
わ
ち
「
平
和
」
し

か
な
い
。
小
さ
な
弱
い
姿
で

飼
い
葉
桶
に
眠
る
平
和
そ
の

も
の
で
あ
る
幼
子
イ
エ
ス
を

思
い
起
こ
し
、
こ
の
社
会
に

踏
み
出
し
て
い
こ
う
、
と
新

成
人
に
呼
び
掛
け
た
。

説
教
の
後
、「
新
成
人
の

祝
福
式
」
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
中
で
新
成
人
た
ち
は
、
キ

リ
ス
ト
に
従
い
、
福
音
の
精

神
を
持
っ
て
社
会
人
と
し
て

勇
気
を
も
っ
て
生
き
る
決
意

を
表
明
し
、
司
教
の
祝

福
を
受
け
た
。

ミ
サ
終
了
前
に
は
、

新
成
人
の
紹
介
が
あ

り
、
司
教
の
手
か
ら
記

念
品
が
一
人
一
人
に
贈

ら
れ
、
喜
び
の
拍
手
に

包
ま
れ
た
。
新
成
人
か

ら
一
言
を
の
要
望
に
戸

惑
い
な
が
ら
も
若
者
ら

し
く
、「
嬉
し
い
！
」「
社

会
の
た
め
に
頑
張
り
ま

す
！
」「
成
人
の
自
覚
を

持
っ
て
生
き
た
い
！
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ

た
。
そ
の
後
、地
下
ホ
ー

ル
に
て
茶
話
会
が
あ

り
、
新
成
人
た
ち
と
の

交
流
が
行
わ
れ
た
。

福
者
ユ
ス
ト
高
山
右
近
殉
教
者

金
沢
で
記
念
ミ
サ
と
講
話

神
の
正
義
を
体
現
し
た
人
生
を
紹
介

新
成
人
と
共
に
祝
う

教
区
新
年
の
集
い

浅井神父の講演

聖遺物への献香

高山右近（絵画）

2026年

聖
年
の
恵
み
を
受
け
て
、
す
べ
て
の
人
の

幸
せ
と
世
界
の
平
和
を
祈
ろ
う
。

新成人たちと共に

報告する片岡神父 説教中の松浦司教
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１
９
７
５
年
の
年
末
に
、

名
古
屋
駅
周
辺
で
11
人
の
日

雇
い
労
働
者
が
餓
死
・
凍
死

を
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た

越
冬
炊
き
出
し
は
当
初
は
名

古
屋
教
区
セ
ン
タ
ー
で
お
に

ぎ
り
・
味
噌
汁
を
作
っ
て
運

ん
だ
そ
う
だ
。

今
で
は
「
さ
さ
し
ま
共
生

会
」と
し
て
福
信
館
で
作
り
、

年
末
、
年
始
だ
け
で
は
な
く

月
曜
日
・
木
曜
日
の
炊
き
出

し
・
夜
回
り
等
多
く
の
「
共

に
生
き
る
為
の
活
動
」
を
し

て
い
る
。

越
冬
実
行
委
員
会
は
、
12

月
28
日
か
ら
１
月
４
日
の
片

付
け
ま
で
の
間
、
大
津
橋
公

園
に
て
野
宿
労
働
者
に
食

事
・
寝
る
場
所
・
居
場
所
を

提
供
し
生
活
や
健
康
の
相
談

に
対
応
す
る
。
越
冬
実
行
委

員
会
と
さ
さ
し
ま
共
生
会
と

は
密
接
な
関
係
で
、
以
前
か

ら
担
当
を
決
め
て
夕
食
を
運

ん
で
い
た
。
ル
ー
テ
ル
・
聖

公
会
・
名
炊
会
・
カ
ト
リ
ッ

ク
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
で

担
う
中
で
カ
ト
リ
ッ
ク
は
年

２
０
２
６
年
２
月
１
日

（
日
）
午
後
２
時
よ
り
布
池

教
会
地
下
ホ
ー
ル
に
お
い
て

今
年
度
第
３
回
教
区
宣
教
司

牧
評
議
会
が
開
催
さ
れ
、
松

浦
悟
郎
司
教
を
は
じ
め
、
教

区
事
務
局
、
宣
教
司
牧
評
議

会
事
務
局
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
、
司
教
任
命
信
徒
な
ど
29

名
が
出
席
し
、
ま
た
オ
ブ

末
の
30
・
31
日
を
担
当
し
て

い
た
。
近
年
31
日
は
ブ
ラ
ジ

ル
共
同
体
が
ブ
ラ
ジ
ル
料
理

を
振
舞
っ
て
く
れ
て
い
る
。

年
末
・
年
始
は
ど
こ
の
家
庭

も
家
を
空
け
に
く
い
の
で
、

今
回
は
28
日
と
１
日
も
他
の

ブ
ラ
ジ
ル
共
同
体
が
喜
ん
で

協
力
し
て
く
れ
た
。
こ
の
人

た
ち
の
底
抜
け
の
明
る
さ
と

包
容
力
を
見
習
い
た
い
も
の

だ
。私

は
、
10
年
と
い
う
短
い

期
間
だ
が
30
・
31
日
と
関
わ

ら
せ
て
も
ら
い
感
じ
る
の

は
、
利
用
者
は
確
実
に
減
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
と

い
う
の
も
名
古
屋
市
と
の
交

渉
が
功
を
奏
し
て
か
名
古
屋

駅
周
辺
に
年
末
年
始
、
宿
泊

出
来
る
場
所
が
提
供
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
事
や
、

地
理
的
に
不
便
で
あ
り
、
他

で
も
炊
き
出
し
を
行
う
団

体
が
出
て
き
た
と
い
う
要
因

が
考
え
ら
れ
る
。
炊
き
出
し

の
要
ら
な
い
社
会
を
目
指
し

て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
そ

れ
は
喜
ば
し
い
事
で
は
あ
る

が
、
そ
こ
に
温
か
い
心
が
あ

る
の
か
、
差
別
的
な
視
線
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
や
お
互

い
に
人
と
し
て
生
き
て
い
く

た
め
の
支
え
合
う
活
動
は
こ

れ
か
ら
も
必
要
だ
と
再
考
し

た
。福

信
館
で
の
活
動
は
、
社

会
構
造
の
歪
み
か
ら
生
ま
れ

た
弱
者
に
寄
り
添
う
エ
キ
ュ

メ
ニ
カ
ル
な
働
き
だ
が
、
ど

こ
も
高
齢
化
と
人
手
不
足
が

悩
み
だ
。
だ
か
ら
、
勇
気
を

出
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体

験
し
て
み
て
ほ
し
い
。
カ
ト

リ
ッ
ク
は
毎
週
木
曜
日
が
食

事
作
り
・
配
食
、
金
曜
日
が

洗
い
物
の
担
当
で
あ
る
。月・

火
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
担

当
で
あ
る
。
勿
論
ど
ち
ら
も

大
歓
迎
間
違
い
な
し
で
、
皆

の
参
加
を
待
っ
て
い
る
。

（
福
信
館
炊
き
出
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
カ
リ
タ
ス

の
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
よ

り
セ
ン
タ
ー
長
の
片
岡
義
博

神
父
と
職
員
の
濱
野
洋
一
郎

氏
が
参
加
し
た
。

【
報
告
事
項
】

①
12
月
28
日
（
日
）
聖
家
族

の
日
に
カ
ト
リ
ッ
ク
布
池
教

会
司
教
座
大
聖
堂
に
て
松
浦

司
教
司
式
に
よ
り
９
時
半
の

主
日
の
ミ
サ
の
中
で
行
わ
れ

た
通
常
聖
年
閉
幕
式
に
つ
い

て
、
参
加
者
は
300
名
ほ
ど
あ

り
、
各
小
教
区
で
の
主
日
の

ミ
サ
の
中
で
も
、
司
教
か
ら

の
聖
年
閉
幕
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

読
ま
れ
た
と
が
早
川
和
彦
助

祭
よ
り
報
告
よ
り
さ
れ
た
。

②
26
年
１
月
18
日
（
日
）
14

時
に
布
池
教
会
で
行
わ
れ
た

新
成
人
と
共
に
祝
う
「
教
区

新
年
の
集
い
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
に
先
立
っ
て
13
時
よ
り

行
わ
れ
た
能
登
震
災
復
興
状

況
に
つ
い
て
の
報
告
と
復
興

支
援
推
し
活
グ
ッ
ズ
の
販
売

の
報
告
と
新
成
人（
二
十
歳
）

８
名
の
参
加
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
が
秋
元
伸
介
助
祭
よ
り

報
告
さ
れ
た
。

③
２
月
７
日
（
土
）
の
高
山

右
近
殉
教
者
顕
彰
ミ
サ
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
、
ミ
サ
前

の
10
時
か
ら
の
浅
井
太
郎
神

父
に
よ
る
講
演
と
11
時
か
ら

浅
井
神
父
司
式
で
の
殉
教
者

顕
彰
ミ
サ
が
予
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
九
里
彰
神
父
よ
り

報
告
さ
れ
た
。

④
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
金
・
銀

祝
の
ミ
サ
等
準
備
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
、
対
象
司
祭
は

金
祝
３
名
、
銀
祝
１
名
、
修

道
者
・
奉
献
生
活
者
は
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
祝
５
名
、
金
祝
４

名
、銀
祝
３
名
で
あ
る
こ
と
、

３
月
20
日
（
金
・
春
分
の

日
）
14
：
00
に
ミ
サ
、
そ
の

後
の
茶
話
会　

担
当
は
濃
尾

ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
先
回
の
評
議
会
で
提
案
さ

れ
た
「
召
命
の
つ
ど
い
」
は

来
年
度
以
降
に
考
え
て
い
く

こ
と
、
ミ
サ
の
始
め
に
終
身

助
祭
候
補
者
２
名
の
認
定
式

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
秋
元
助

祭
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

⑤
カ
障
連
全
国
大
会
（
２
０

２
６
年
11
月
14
日
～
11
月
15

日
）
に
つ
い
て
、
各
小
教
区

へ
の
募
金
、Ｔ
シ
ャ
ツ
販
売
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
随
時

呼
び
か
け
る
た
め
、
訪
問
中

で
あ
る
こ
と
、
目
標
募
金
金

額
400
万
円
に
達
し
て
い
な
い

た
め
、
再
訪
問
を
考
え
て
い

る（
２
０
２
６
年
４
月
以
降
）

こ
と
が
平
出
孝
氏
よ
り
報
告

さ
れ
た
。

【
審
議
事
項
】

①
宣
教
司
牧
評
議
会
の
今
年

度
補
正
予
算
、
お
よ
び
来
年

度
（
２
０
２
６
年
）
予
算
に

つ
い
て
は
、
２
０
２
７
年
開

催
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
デ
ー

（
Ｗ
Ｙ
Ｄ
）
韓
国
大
会
に
向

け
て
準
備
が
始
ま
り
、
Ｗ
Ｙ

Ｄ
本
大
会
の
前
に
名
古
屋
教

区
は
ち
ょ
う
ど
水
原
（
ス

ウ
ォ
ン
）教
区
の
ノ・ヒ
チ
ョ

ル
神
父
が
昨
年
か
ら
石
川
県

の
司
牧
の
た
め
来
日
し
て
働

い
て
い
る
の
で
、
水
原
教
区

を
訪
問
す
る
こ
と
を
考
え
、

そ
の
準
備
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
１
月
に
行
わ
れ
た
名

古
屋
教
区
正
義
と
平
和
委
員

会
主
催
に
よ
る
「
道
草
」
上

映
会
の
続
き
と
し
て
今
年
１

月
27
日
「
重
度
障
が
い
者
へ

の
意
思
決
定
支
援
」
と
題
し

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
た
ん
ぽ
ぽ
理
事
長

の
島
牧
人
氏
を
迎
え
て
福
信

館
に
て
学
習
会
が
あ
っ
た
。

「
た
ん
ぽ
ぽ
」
は
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
目
的
と
し

た
「
場
所
」
で
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
１
．

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
。
２
．
安
心

し
て
自
宅
で
生
活
す
る
事
が

出
来
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す

る
。
３
．
自
宅
で
介
護
す
る

人
に
何
か
あ
っ
た
時
、
当
事

者
（
介
護
さ
れ
る
側
）
が
短

期
的
に
入
所
で
き
る
所
。４
．

相
談
・
支
援
の
計
画
を
す
る

所
。そ

し
て
こ
の
活
動
で
の
核

の
一
つ
が
障
害
者
の
意
思
決

定
を
大
切
に
す
る
と
い
う
事

だ
そ
う
で
あ
る
。
島
さ
ん
は

言
う
。
た
ん
ぽ
ぽ
の
目
指
す

も
の
は

①�

メ
ン
バ
ー
（
当
事
者
を
た

ん
ぽ
ぽ
で
は
こ
う
呼
ぶ
）

へ
地
域
で
の
生
活
の
援
助

②�

メ
ン
バ
ー
へ
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
モ
デ
ル
化
・
継
続

的
支
援
・
メ
ン
バ
ー
の
価

値
の
発
見
・
発
信

③�

ア
シ
ス
タ
ン
ト（
援
助
者
）

の
価
値
の
発
見
・
自
己
表

現
・
相
互
関
係

そ
し
て
メ
ン
バ
ー
を
人
と

し
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
島
氏
は
強
調
す
る
。

又
、
た
ん
ぽ
ぽ
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
協
力
機
関
と
し
て

ラ
ル
シ
ュ
及
び
静
岡
ラ
ル

こ
の
度
、
水
原
教
区
の
青
年

が
急
き
ょ
、
2
月
6
日
に
名

古
屋
に
来
る
こ
と
に
な
り
、

追
加
の
補
正
予
算
申
請
が
あ

り
、
ま
た
、
２
０
２
６
年
度

委
員
会
補
助
金
決
定
額
な
ら

び
に
宣
教
司
牧
評
議
会
予
算

額
に
つ
い
て
ど
ち
ら
も
承
認

さ
れ
た
。

②
８
月
平
和
旬
間
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
教
区
行
事

で
あ
る
た
め
、
宣
教
司
牧
評

議
会
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
大

切
な
の
で
、
宣
司
評
委
員
よ

り
２
名
を
選
び
、
彼
ら
を
中

心
に
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
他
の
メ
ン
バ
ー
は
各
小

教
区
に
書
面
で
一
般
募
集
を

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

③
能
登
支
援
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
片
岡
神
父
か
ら
の
提

案
で
、
の
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
毎
月
１
日
の
震
災

時
間
に
合
わ
せ
て
「
つ
い
た

ち
の
祈
り　

追
悼
の
祈
り
」

の
集
い
を
続
け
て
お
り
、
発

災
か
ら
２
年
が
過
ぎ
、
経
過

と
と
も
に
東
海
地
区
で
の
関

心
が
薄
れ
て
い
る
よ
う
に
思

う
の
で
、
教
区
全
体
と
し
て

「
つ
い
た
ち
の
祈
り　

追
悼

の
祈
り
」
が
で
き
な
い
か
と

考
え
、
手
始
め
に
２
月
１
日

豊
橋
教
会
で
「
つ
い
た
ち
の

祈
り　

追
悼
の
祈
り
」
の
集

い
を
し
た
。
毎
月
１
日
を
各

ブ
ロ
ッ
ク
に
振
り
分
け
、
実

施
す
る
小
教
区
を
ブ
ロ
ッ
ク

で
決
定
し
、
宣
司
評
事
務
局

に
報
告
す
る
こ
と
な
ど
が
決

ま
っ
た
。

④
５
月
24
日
の
合
同
堅
信
式

に
つ
い
て
、
松
浦
司
教
よ
り

「
名
古
屋
教
区
合
同
堅
信
式

ミ
サ
に
つ
い
て
」
及
び
予
備

調
査
票
兼
申
込
書
を
２
月
中

に
送
付
を
予
定
し
、
小
教
区

に
於
い
て
は
そ
の
諸
対
応
を

以
下
の
通
り
お
願
い
し
た
い

こ
と
、
堅
信
の
準
備
等
は
各

シ
ュ
・
か
な
の
家
を
あ
げ
て

い
る
。
障
が
い
の
有
無
、
助

け
る
、
助
け
ら
れ
る
、
の
関

係
を
越
え
て
「
人
生
を
分
か

ち
合
う
」
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

か
な
の
家
は
目
指
し
て
い

る
。皆
様
に
は「
か
な
の
せ
っ

け
ん
」
で
お
馴
染
み
か
も
し

れ
な
い
。
ラ
ル
シ
ュ
か
な
の

家
で
は
知
的
障
が
い
の
あ
る

仲
間
と
農
作
業
を
し
た
り
、

石
鹸
作
り
を
し
て
い
る
が

「
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
は
対
象
と

す
る
障
が
い
が
厳
し
い
の
で

学
習
会
の
限
ら
れ
た
時
間
で

は
想
像
が
及
ば
な
い
事
の
方

が
多
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

先
ず
は
知
る
こ
と
か
ら
…
で

あ
る
。

最
後
に
「
自
閉
症
の
僕
が

跳
び
は
ね
る
理
由
」
で
注
目

を
浴
び
た
東
田
直
樹
君
の
言

葉
を
紹
介
す
る
。

「
気
持
ち
が
伝
え
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
心
が
な

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

周
り
の
人
が
さ
せ
た
が
っ
て

い
る
こ
と
が
、
本
人
の
や
り

た
が
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
は

限
ら
な
い
の
で
す
。
そ
の
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。」

�

正
義
と
平
和
委
員
会

�

小
西
和
子

小
教
区
で
行
う
こ
と
、
堅
信

証
明
書
は
各
小
教
区
作
成
、

受
堅
者
に
渡
し
、
堅
信
台
帳

の
記
入
は
各
小
教
区
で
行
う

こ
と
、
当
日
、
堅
信
記
念
品

な
ど
は
教
区
で
準
備
し
、
受

堅
者
に
渡
す
こ
と
が
提
案
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。

⑤
各
グ
ル
ー
プ
で
の
分
か
ち

合
い
を「
聖
年
の
振
り
返
り・

新
年
度
の
新
し
い
歩
み
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
行
い
、
聖
年

指
定
教
会
へ
の
バ
ス
巡
礼
な

ど
を
計
画
、
温
か
く
受
け
入

れ
て
歓
迎
さ
れ
、
楽
し
い
分

か
ち
合
い
が
出
来
た
こ
と
、

初
め
て
の
訪
問
教
会
、
初
め

て
出
会
い
の
な
か
で
も
、
皆

ひ
と
つ
に
ミ
サ
を
捧
げ
、
祈

る
こ
と
が
で
き
た
喜
び
が

あ
っ
た
。
受
入
れ
側
の
意
見

と
し
て
は
、
な
か
な
か
全
て

に
対
応
が
出
来
な
か
っ
た
、

も
う
少
し
呼
び
か
け
て
分
か

ち
合
い
が
出
来
れ
ば
よ
か
っ

た
と
思
う
。
多
国
籍
に
な
っ

て
い
る
今
、
日
本
的
な
お
も

て
な
し
に
少
し
戸
惑
い
、
教

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の

理
解
も
必
要
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
感

じ
た
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、

そ
れ
を
受
け
て
、
新
し
い
歩

み
に
つ
い
て
は
多
国
籍
の
信

徒
た
ち
と
交
流
を
強
化
し
た

い
と
の
声
が
あ
っ
た
。

⑥
そ
の
他
世
界
祈
祷
日
に
つ

い
て
、
平
松
富
男
氏
よ
り
毎

年
３
月
第
一
金
曜
日
に
開
催

の
「
世
界
祈
祷
日
」
は
、
こ

れ
ま
で
窓
口
と
な
っ
て
い
た

信
徒
使
徒
職
協
議
会
が
活
動

休
止
に
な
る
た
め
、
来
年
度

か
ら
の
窓
口
を
考
え
て
ほ
し

い
と
い
う
問
い
か
け
を
受

け
、
一
旦
教
区
事
務
所
が
資

料
等
受
け
取
り
、
今
後
協
議

す
る
こ
と
と
し
た
。

第
51
回

名
古
屋
越
冬
炊
き
出
し
に
参
加
し
て

２
０
２
５
年
度

第
３
回　

教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
概
要

「
道
草
」か
ら

た
ん
ぽ
ぽ
へ
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２
０
２
６
年
１
月
10
日
、

松
浦
悟
郎
司
教
が
名
古
屋
市

守
山
区
に
あ
る
青
空
の
家

（
社
会
福
祉
法
人
ゲ
マ
イ
ン

ダ
ハ
ウ
ス
、
知
的
障
害
者
施

設
）
の
新
年
の
集
い
、
成
人

式
に
出
席
し
た
。
会
場
の
食

堂
に
は
、
利
用
者
、
父
母
、

地
域
の
公
職
者
・
役
員
等
約

100
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

初
め
に
松
浦
司
教
の
挨
拶

が
あ
り
、
新
年
会
は
利
用
者

に
よ
る
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
の

演
奏
か
ら
始
ま
り
、
ど
ん
舞

鼓
の
太
鼓
が
披
露
さ
れ
た
。

成
人
式
で
は
新
成
人
か
ら
、

両
親
に
花
束
贈
呈
が
あ
り
、

大
変
喜
ば
れ
た
。
司
教
は
、

利
用
者
や
父
母
、
地
域
の
公

職
者
・
役
員
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

か
ら
働
き
に
き
て
い
る
３
名

の
職
員
等
と
交
流
し
参
加
者

と
記
念
撮
影
を
し
た
。
信
者

の
利
用
者
か
ら
、「
悟
郎
ち
ゃ

ん
」
と
親
し
く
声
を
か
け
ら

れ
て
微
笑
ん
で
い
た
。
新
年

の
集
い
終
了
後
、
黒
木
理
事

長
と
渡
邊
理
事
の
案
内
で
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
施
設
を
見

学
し
た
。
は
じ
め
て
の
施
設

訪
問
で
、「
に
ぎ
や
か
な
会

で
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
て

よ
か
っ
た
」
と
の
感
想
で

あ
っ
た
。

青
空
の
家
は
、
１
９
７
１

年
愛
の
実
行
運
動
に
よ
る
知

的
障
害
者
の
施
設
作
り
か
ら

始
ま
っ
た
。

愛
知
県
コ
ロ
ニ
ー
で
出

会
っ
た
人
々
が
、
カ
ト
リ
ッ

ク
膳
棚
教
会
で
ス
タ
ー
ト
し

た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
っ

た
。
１
９
９
３
年
に
知
的
障

害
者
の
施
設
と
し
て
法

人
の
認
可
を
受
け
、
現

在
３
つ
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
る
。

①�

「
青
空
の
家
」約
30

人
が
生
活
介
護
を
受

け
て
い
る
通
所
施
設

②�

「
ケ
ア
ホ
ー
ム
あ
お

ぞ
ら
」12
人
が
共
同

生
活
を
す
る
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム

③�

「
相
談
支
援
事
業
所
あ
す
」

社
会
福
祉
法
人
ゲ
マ
イ
ン

ダ
ハ
ウ
ス
の
名
前
は
「
イ
エ

ス
が
な
さ
っ
た
よ
う
に
悩
み

苦
し
む
人
、
悲
し
む
人
、
孤

独
な
人
の
そ
ば
に
寄
り
添
い

つ
つ
、
イ
エ
ス
の
福
音
を
伝

え
る
」
た
め
に
、
ド
イ
ツ
か

ら
来
日
し
た
神
言
修
道
会
の

ゲ
オ
ル
グ
・
ゲ
マ
イ
ン
ダ
神

父
に
由
来
す
る
。
ゲ
マ
イ
ン

ダ
神
父
は
、
聖
マ
リ
ア
在
俗

会
や
愛
の
実
行
運
動
の
創
設

者
で
も
あ
る
。
青
空
の
家
の

創
始
者
の
ひ
と
り
に
聖
マ
リ

ア
在
俗
会
の
中
根
貞
美
（
故

人
）が
い
た
。
中
根
氏
は「
人

が
好
き
、
人
が
大
事
、
共
に

生
き
、生
か
さ
れ
て
」を
モ
ッ

ト
ー
に
、
神
か
ら
い
た
だ
い

た
生
涯
を
こ
の
施
設
の
た
め

に
捧
げ
た
。
青
空
の
家
は
、

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
人
々

の
支
援
に
よ
り
、
利
用
者
の

安
心
、
安
全
な
施
設
を
め
ざ

し
て
い
る
。
青
空
の
家
の
健

全
な
運
営
の
た
め
に
支
援
を

お
願
い
す
る
。

（
青
空
の
家
理
事
長

�

黒
木
信
之
）

寄付先　郵便振込み口座　００８９０－９－１９１４５６ 
　　　　振込み先き　社会福祉法人ゲマインダハウス

オリーブの会

《こころのおしゃべりカフェ》

　オリーブの会とは、精神の疾患、障害などで、生きづらさを持つ人たちが集い、日々の
苦労や気付きを分かち合う集まりです。カフェスタイルで気楽に参加してみませんか。

日　　時　4月19日（日）　午後2時～4時
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　　　　　〒460-0002　名古屋市東区丸の内3-6-43
アクセス　地下鉄名城線・桜通り線　久屋大通り駅下車　②番出口より北へ徒歩5分
参 加 費　無料（こちらでお茶とお菓子を用意します）
　　　　　前もっての連絡はいりません。
　　　　　ご家族、どなたでも自由にご参加ください。
連 絡 先　カリタス福祉委員会　☎052-852-1426
　　　　　担当　浅井綾子
主　　催　カトリック名古屋教区障害者連絡会

第
一
次 

人
事
異
動
の 

お
知
ら
せ

城
東
ブ
ロ
ッ
ク

＊
恵
方
町
教
会

　

�

小
教
区
管
理
者　

レ
ラ

ン
・
ヨ
ハ
ネ
ス
神
父
（
通

称
ジ
ョ
ン
）
Ｓ
Ｖ
Ｄ

＊
膳
棚
教
会

　

�

主
任
司
祭　

伊
藤
大
有
神

父
＊
東
山
教
会
（
名
東
教
会
）

　

�

主
任
司
祭　

鄭
有
喆
神
父

（
居
住
は
小
牧
教
会
）

　

�

助
任
司
祭　

ル
カ
・
ベ
ン

ゾ
神
父
（
居
住
は
東
山
教

会
）
Ｍ
Ｅ
Ｐ

＊
南
山
教
会

　

�

助
任
司
祭　

グ
エ
ン
・

ニ
ャ
ッ
ト・バ
ン
神
父（
通

称
ニ
ャ
ッ
ト
）
Ｓ
Ｖ
Ｄ

城
北
ブ
ロ
ッ
ク

＊
小
牧
教
会

　

�

主
任
司
祭　

鄭
有
喆
神
父

（
共
同
宣
教
司
牧
か
ら
主

任
司
祭
へ
）

　

�

助
任
司
祭　

ル
カ
・
ベ
ン

ゾ
神
父

＊
押
切
教
会

　
�

主
任
司
祭　

平
田
政
信
神

父
（
共
同
宣
教
司
牧
か
ら

主
任
司
祭
へ
）

＊
守
山
教
会

　

�

主
任
司
祭　

椎
尾
匡
文
神

父
愛
岐
ブ
ロ
ッ
ク

＊
高
蔵
寺
教
会

　

�

小
教
区
管
理
者　

サ
ン

テ
ィ
ア
ゴ・エ
ド
ガ
ル
ド・

ジ
ュ
ニ
ア
・
ラ
ア
ガ
ス
神

父
（
通
称
デ
ィ
ン
ド
）
Ｓ

Ｖ
Ｄ
管
区
長

濃
尾
ブ
ロ
ッ
ク

＊
津
島
愛
西
教
会

　

�

主
任
助
祭　

早
川
和
彦
終

身
助
祭

三
河
ブ
ロ
ッ
ク

＊
岡
崎
教
会

　

�

主
任
司
祭　

ナ
ジ
・
エ
デ

ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
神
父
（
通

称
エ
デ
ィ
）
Ｓ
Ｖ
Ｄ

　

�

参
考
）

　
　

Ｓ
Ｖ
Ｄ（
神
言
修
道
会
）

　
　

�

Ｍ
Ｅ
Ｐ
（
パ
リ
外
国
宣

教
会
）

名
古
屋
教
区
か
ら
異
動
す
る

司
祭

＊�

モ
ル
ク
・
フ
ラ
ン
シ
ス
ク

ス
・
ア
シ
ジ
神
父
（
岡
崎

教
会
主
任
）
は
東
京
大
司

教
区
へ
異
動

そ
の
他
お
知
ら
せ

＊�

早
川
努
神
父
（
津
島
愛
西

教
会
主
任
）
は
、
正
義
と

平
和
委
員
会
他
担
当
（
主

税
町
記
念
聖
堂
居
住
）

＊�

寺
尾
總
一
郎
神
父
（
膳
棚

教
会
主
任
）
は
司
教
館
へ

第
二
次 

人
事
異
動
の 

お
知
ら
せ

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク（
福
井
地
区
）

＊
敦
賀
教
会

　

�

主
任
司
祭　

ソ
ン
ポ
タ

ン
・
カ
ロ
ル
・
ジ
ョ
ハ
ネ

ス
神
父
（
通
称
カ
ロ
ル
）

Ｍ
Ｓ
Ｃ

＊
福
井
教
会

　

�

助
任
司
祭　

ト
ア
ン・レ・

デ
ィ
ン・ウ
イ
ン
神
父（
通

称
ト
ア
ン
）
Ｍ
Ｓ
Ｃ

濃
尾
ブ
ロ
ッ
ク

＊
各
務
原
教
会

　

�

助
任
司
祭　

ア
ブ
ラ
ム
・

デ
ヴ
ィ
ド
・
フ
ラ
ン
シ
ス

ク
ス
神
父
（
通
称
デ
ヴ
ィ

ド
）
Ｍ
Ｓ
Ｃ

城
北
ブ
ロ
ッ
ク

＊
城
北
橋
教
会

　

�

助
任
司
祭　

テ
ト
ホ
ー

ル
・
ジ
ョ
セ
プ
・
ベ
ル
ナ

ル
ド
ゥ
ス
神
父
（
通
称
ベ

ル
ン
）
Ｍ
Ｓ
Ｃ

城
南
ブ
ロ
ッ
ク

＊
熱
田
教
会

　

�

主
任
司
祭　

窄
口
松
雄
神

父
（
教
区
）
◆
異
動
は
５

月
１
日
よ
り

　

�（
Ｍ
．
Ｓ
．
Ｃ
＝
聖
心
布

教
会
）

他
教
区
、
そ
の
他
異
動

＊�

敦
賀
教
会
主
任
司
祭
で

あ
っ
た
ク
マ
ル
・
ア
フ
ァ

リ
・
ア
ル
ン
神
父
は
、
サ

バ
テ
ィ
カ
ル
で
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
へ

＊�

熱
田
教
会
主
任
司
祭
で

あ
っ
た
山
内
信
行
神
父
は

４
月
末
日
を
も
っ
て
東
京

大
司
教
区
へ

そ
の
他

＊�

港
教
会
の
聖
ア
ウ
グ
ス
チ

ノ
修
道
会
の
修
道
院
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
司
祭
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
・
Ｅ
・
フ
ン

タ
ナ
レ
ス
神
父
と
ジ
ャ

ン
・
マ
ー
ク
・
Ａ
・
プ
ラ

シ
ド
神
父
が
来
ら
れ
、
現

在
日
本
語
を
勉
強
し
て
お

ら
れ
る
。
生
活
が
落
ち
着

い
た
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

の
た
め
に
ミ
サ
の
協
力
が

で
き
る
と
の
こ
と
。

名古屋教区2026年度『黙想会・研修会』プログラム

1、【1泊2日の宿泊黙想会】―キリスト教的ヴィパッサナー瞑想会
日　　程　2026年4月24日（金）～4月25日（土）
時　　間　初日14：00（13：45までにお越しください）～翌日16：00
担当司祭　柳田敏洋師（イエズス会司祭）
会　　場　川名山研修の家　〒466-0827　愛知県名古屋市昭和区川名山町56
交　　通　名古屋市営地下鉄鶴舞線いりなか駅1番出口より徒歩2分
食　　事　初日の夕食から翌日の昼食まで用意します
対　　象　�キリスト教的ヴィパッサナー瞑想の経験のない方や宿泊黙想会の経験の

ない方
　　　　　どなたでも参加できます
申 込 先　新谷栄子　☎050-5897-5106　E-mail：inori.nagoya@gmail.com

2、【日帰り黙想会】―キリスト教的ヴィパッサナー瞑想会（初心者向け）
日　　程　2026年5月23日（土）
時　　間　10：00（9：45までにお越しください）～16：00
担当司祭　柳田敏洋師（イエズス会司祭）
会　　場　川名山研修の家　〒466-0827　愛知県名古屋市昭和区川名山町56
交　　通　名古屋市営地下鉄鶴舞線いりなか駅1番出口より徒歩2分
食　　事　昼食をご持参ください
対　　象　�キリスト教的ヴィパッサナー瞑想の経験のない方や宿泊黙想会の経験の

ない方
　　　　　どなたでも参加できます
申 込 先　新谷栄子　☎050-5897-5106　E-mail：inori.nagoya@gmail.com

〈カルメル修道会日比野修道院企画〉

【一日静修の集い】お知らせ
日　時　　 4月11日（土）　10：00～15：00
講話担当　松田浩一神父（カルメル修道会）
テーマ　十字架の聖ヨハネにおける“美の道”についての考察
スケジュール　講話①、ご聖体顕示、昼食、
　　　　　　　講話②、ミサ、茶話会
参加費　　無料（自由献金をお願い致します）
どなたでもご自由にご参加ください。
持ち物　　昼食（各自持参）
問い合せ　日比野修道院（052-671-1003）

ゲ
マ
イ
ン
ダ
ハ
ウ
ス

「
青
空
の
家
」
の
紹
介
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�
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

3
月
の
教
会
暦

１
日
㈰	
四
旬
節
第
２
主
日

６
日
㈮	

性
虐
待
被
害
者
の
た
め
の
祈
り

と
償
い
の
日

８
日
㈰	

四
旬
節
第
3
主
日

15
日
㈰	

四
旬
節
第
4
主
日

17
日
㈫	

日
本
の
信
徒
発
見
の
聖
母（
祝
）

19
日
㈭	

聖
ヨ
セ
フ
（
祭
）

22
日
㈰	

四
旬
節
第
5
主
日

25
日
㈬	

神
の
お
告
げ
（
祭
）

29
日
㈰	

受
難
の
主
日
（
枝
の
主
日
）

4
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

２
日
㈭	

聖
木
曜
日
・
主
の
晩
餐
の
夕
べ

の
ミ
サ

３
日
㈮	

聖
金
曜
日
・
主
の
受
難
（
大
斎・

小
斎
）
聖
地
の
た
め
の
献
金

４
日
㈯	

聖
土
曜
日

５
日
㈰	

復
活
の
主
日
（
祭
）

12
日
㈰	

復
活
節
第
2
主
日
（
神
の
い
つ

く
し
み
の
主
日
）

19
日
㈰	

復
活
節
第
3
主
日

26
日
㈰	

復
活
節
第
4
主
日　

世
界
召
命

祈
願
の
日

教
区
行
事
予
定

3
月

１
日
㈰	

性
虐
待
被
害
者
の
た
め
の
祈
り

と
償
い
の
ミ
サ（
五
反
城
教
会
）

３
日
㈫	

城
南
Ｂ
司
牧
者
会
議

６
日
㈮	

性
虐
待
被
害
者
の
た
め
の
祈
り

と
償
い
の
日
＊

８
日
㈰	

城
東
Ｂ
会
議
／
三
河
Ｂ
会
議

９
日
㈪	

城
北
Ｂ
司
牧
者
会
議

10
日
㈫	

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
／
樹

の
会

14
日
㈯	

神
言
会
助
祭
叙
階
式
＊
（
神
言

　
（
＊
＝
松
浦
司
教
）

神
学
院
）

15
日
㈰	

城
北
Ｂ
会
議

16
日
㈪	

の
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
＊

17
日
㈫	

の
と
視
察
＊
／
カ
ト
リ
ッ
ク
看

護
協
会
例
会

20
日
㈮
㈷
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
・
金
・
銀
祝
ミ

サ
・
終
身
助
祭
候
補
者
認
定
式

＊

21
日
㈯	

名
古
屋
教
区
司
教
座
聖
堂
献
堂

記
念
日
／
正
義
と
平
和
委
「
学

習
会
」・
定
例
会
／
教
区
障
害

者
の
黙
想
会
／
レ
ジ
オ
・
マ
リ

エ
「
名
古
屋
ク
リ
ア
」

22
日
㈰	
教
会
学
校
教
師
会

26
日
㈭	

顧
問
会
＊

28
日
㈯	

教
区
法
人
評
議
員
会
＊

4
月

１
日
㈬	

聖
香
油
ミ
サ
＊

11
日
㈯	

典
礼
委
員
会
コ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
／
殉
教
者
委
定
例
会

14
日
㈫	

樹
の
会

16
日
㈭	

顧
問
会
、
月
集
＊

18
日
㈯	

レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ
「
名
古
屋
ク

リ
ア
」

19
日
㈰	

愛
岐
Ｂ
会
議

21
日
㈫	

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
／
カ

ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

25
日
㈯	

正
義
と
平
和
委
「
定
例
会
」
／

レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ
「
名
古
屋
ク

リ
ア
」
／
教
区
典
礼
研
修
会

29
日
㈬
㈷
殉
教
者
祭
（
金
沢
卯
辰
山
）
＊

／
殉
教
者
委
「
浦
上
キ
リ
シ
タ

ン
流
配
者
の
た
め
の
ミ
サ
」

教
区
行
事
以
外
の
松
浦
司
教
予
定

3
月
・
4
月
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん

◇
3
月
の
炊
き
出
し

木
５
日
布
池
、
12
日
ひ
ま
わ
り
・
南
山
・

樹
の
会
、
19
日
聖
霊
・
南
山
・
樹
の
会
、

26
日
城
北
橋

金
６
日
喜
望
の
会
、
13
日
恵
方
町
、
20

日
布
池
、
27
日
長
浦

お知らせ
教区典礼研修会「典礼に生きるみ言葉」

　昨年はミサ典礼の全体構造などを教えていただき、今回はもう少し詳しく知りたいとの声がありました。
　そこで、今回のテーマは、典礼暦年とミサの前半部分、「ことばの典礼」についてです。信徒がミサの中
で奉仕する部分として、朗読奉仕や先唱奉仕に関わることが多くあると思います。日頃、典礼奉仕、先唱奉
仕に関わっておられる方のみならず、ミサのことをもっと知りたいと思われる方ならどなたでもご参加くだ
さい。

講　　師　嘉松宏樹神父（長崎大教区司祭）
日　　時　2026年4月25日（土）13：30～15：30（※受付は13時より）
場　　所　布池教会地下ホール
アクセス　地下鉄東山線　新栄駅下車　徒歩5～6分　または桜通線　車道駅下車　徒歩7～8分
対　　象　どなたでもご参加できます。
問合せ先　s.akimoto@nagoya.catholic.jp　※布池教会には問い合わせしないでください。

聖年の恵みに応えて

片岡神父と行く　五島・外海・出津巡礼
沈黙のなかに神の臨在に気づき、感じ取る旅

日　程　2026年5月25日（月）～28日（木）3泊4日
概算旅行代金（2名様1室・20名様以上）195,000円（税込み）
その他詳細について、小教区へポスター掲示　お申込み・詳細はこちら▶

カトリック名古屋教区

ダイヤモンド・金・銀祝ミサのお知らせ

日　時　2026年3月20日（金・祝）14：00～（茶話会あり）
場　所　名古屋カテドラル　聖ペトロ・聖パウロ大聖堂

2026年　お祝いの方々

2026年司祭叙階　ダイヤモンド・金・銀祝
金祝
　櫻本　好美神父様（コンベンツァル聖フランシスコ修道会）
　ミッション・ジョイ神父様（聖心布教会）
　熊川　重也神父様（神言修道会）
銀祝
　メレ・ステファヌス・ウィニバルダス神父様（神言修道会）

2026年修道者・奉献生活者
ダイヤモンド祝
　Sr. ユリア大里　良子（聖霊奉持布教修道女会）
　Sr. アウグスティナ福原　タツイ（聖霊奉持布教修道女会）
　Sr. サピエンツィア小山　友江（聖霊奉持布教修道女会）
　Sr. マリーマドレーヌ左

さ

美
み

三
そ

　千
ち

織
おり

（ドミニコ会）
金祝
　Sr. アポリン・モーニス（幼き聖マリア修道会）
　　ルチア大山　きよ子（聖マリア在俗会）
　Sr. ラウレンツィア佐藤　志つ枝（聖霊奉持布教修道女会）
　Sr. マリーヨゼフ三

み

野
の

　紀
のり

恵
え

（ドミニコ会）
銀祝
　Sr. グラツィア村木　あゆ芽（聖霊奉持布教修道女会）
　Sr. マリークリスティナ西尾　節子（聖霊奉持布教修道女会）
　Sr. イルマフィデス　金

キム

　福
ボ

丹
ダン

（聖霊奉持布教修道女会）

※このミサの中で終身助祭候補者認定式が行われます。

2025年度　正義と平和委員会　学習会のお知らせ
第6回「死刑制度」

講　師　浅野幸治（正平委委員、豊⽥⼯業⼤学特任准教授）

今回は、最近の冤罪事件の話と、死刑制度とは⼀体何なのか、何のために刑罰はあるのか、といった原
理的な話とをします。具体的な例から始めて、本当に死刑制度が必要なのかを考えてみたいと思います。

⽇　時　2026年3⽉21⽇（⼟）　午前10時30分～12時00分
会　場　福信館2階（名古屋市東区葵2-6-29、布池教会東）
　　　　地下鉄東⼭線新栄駅から徒歩8分、桜通線⾞道駅から徒歩8分、JR中央本線千種駅から徒歩9分
誰でも参加できます。⾃由にご来場ください。

聖香油ミサのお知らせ
日　時　2026年4月1日（水）　10時30分～
場　所　名古屋カテドラル　聖ペトロ・聖パウロ大聖堂

福 信 館福 信 館

ゴ
ー
ル

ゴ
ー
ル

達成率
約95.3％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

697件 38,135,661円
目標額 40,000,000円

協力協力協力協力

建
設
費
の
返
済
に

建
設
費
の
返
済
に

　　
をを

建
設
費
の
返
済
に

建
設
費
の
返
済
に

　　
をを

（2026年1月末日現在）


